
Iv　調査結果

1．植物群落

　1972年7月於よび12月の現地踏査によって54婆ケ所の植生調査が行なわれた。組成

表作業によって自然植生11群集，22群落、代償植生10群落がみとめられた。さらに植物

群落を基礎に縮尺1：25，000の地形図に現存植生図が描かれた。

1）自然植生

　　大隅半島は九州南部に位置し他地域に比較し温暖多雨で、さらに海抜0配から1，237隅

の高海抜地が入りこみ多様な植物相を有している。とくに自然植生は常緑広葉樹林から夏緑

広葉樹林に、水辺では海岸砂丘植生や壌沼植生、さらに後背湿地に湿原が残されている。も

っとも海抜高度が高い大事柄岳山頂ではコメツソジの屡生植物群落が生育している。

《1）ブナ群落（シラキーブナ群集）

　　海抜1，237肌の大箆柄山を中心に高隈由に日本の山地帯（温帯）に生育する代表的な

　ブナが優占する植分がわずかにみられる。大隅半島では他の常緑広葉樹のスダジイ，イス

　ノキあるいはウラジロガシの優占する高木林が樹高20～30那ときわめて高いのに対し、

　高隈山では樹高9～10耽と比較的低い。霧島山では18隔に達する樹林がみられる（嬰ab．

　3）。

　　高木層には大隅半島ではきわめて稀な夏は緑の葉をつけ秋には黄葉するブナが被度3～

　5と優占している。秋にはブナ，ヤマボウシ，コハウチワカエデなどの落葉樹が黄，赤に

　紅葉し、さらに林内にハイノキ，イヌツゲ，イヌガヤ，シキミ，ヤブツバキなどの常緑：樹

　が生育して東北地方や裏日本にみられるブナ林よりも複雑な美しさを示している。このよ

　うな二分はシロモジ，コハウチワカエデ，シラキ，コックバネウツギ，カナクギノキを標

　徴種於よび鼠分種としてシラキーブナ群集にまとめられる（S3sakl　1970）。
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Tab．3　シラキーブナ群集組成衰

調査番号 1 2 3 4

調査月爲（’72） 7 7 7 7

12 12 12 14

海抜高度（㎜） 1120 1190 1150 1100

方位 聾E N N 一
傾斜　（G） 30 5 5

一

20 20 15 30
調査面積（隅x紛 × × × ×

20 20 20 40

高木第1層の高さ＠） 10 一 10 18

高木窮1層植被率（％） 85
｝
20 60

高木第2層の高さ（濡） 8 9 7 10

高木第2層植被率（％） 4（） 85 85 30

低木層の高さ＠） 3 3 2 2

低木層植被率（％） 40 30 20 80

草本層の高さ（鴻） 0．2 0．3 0．3 0．5

草本嚢子被率（％） 30 80 70 10

蘇苔層植被率（％） 20
一
3 30

出現種数 4G 39 41 29

群集および群団標徴種お・よび区分種

ブナ B1 ：B2 5・4 5・4 2・2 3・2

r 一 『 十

スズタケ S K 十・2 十 4・4

一 一
ナツソバキ 蚕32 エ・1 24

ヤマボウシ B2 14 4・4

S 十・2 ○
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　シロモジ

　コハウチワカエデ

　イワガラミ

　ゴトウヅル

下位単位区分種

　ナガバノモミジイチゴ

　ムラサキマユミ

　ケスゲ
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　随伴種

　　ハイノキ

　　イヌツゲ

　　イヌガヤ

　　キャラボク

　　サワフタギ

　　ノリウツギ

　　シソ科の一種

　　ナガエノコナスピ

　　コチヂミザサ

　　ナツヅタ

　　カモジゴケ

　　シキミ

　　ヤブツバキ

　　ガクウツギ

　　ベニドウダン

DAss　コックバネウツギ

　　シシガシラ

　　ヒメジソ

　　ツノレリンドウ

　　ミヤマナルコユリ

　　スギゴケ

トウゲシバ（オニトウゲシバ）

　　S2。22・2十3・3

　　S　十　十　十十・2

　　B2　r．　・十・

　　S1・22・21・2・

B2　S　　十・2　2・2　1・2　　・

　　B2　・　十　・　・

　　S　十十・2十　・

　　B2　・　十　・　・

　　S　十　十　十　・

　　K二　　1・2　 1・2　2・2　　・

　　K　十　十　十　・

　　K　十　十　十　・

　　K　十　十　十　・

　　M　十十・2十　・

　　B2　’　1・1　・　・

　　S1。21・2・十・2

B2　S　。　十十。2　・

　　S十・2●2・3・
　　K　十　・　1・2　・

　　S　．・　＋　十　・

　　S　＋　・　一ゼ　・

　　K　・　十十・2　・

　　K：十・2　・十・2　・

　　K　・十・2十　・

　　K　÷　・　＋　・

　　K　・　十　十　・

　　M十・2一・1・2
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　　　　シッポゴケ

DAss　カナクギノキ

M

K 十

3・3

出現玉回の種　　調査番号1：ヌカボシクリハランK一＋，ヤマダルマB2－2・3，ソリバ

　　　　ナS一一ト，クロヅルS一十，オオクボシダS一十，ヤマカモジK一十，ヒメイト

　　　　スゲK－2・2，ミヤマスミレK一十，ハイゴケM一十・2，シノブゴケM一十，

　　　　コケの一種M一十，

　　2：コンテリギS一＋・2，アセビS－2・3，ミツバツソジS一＋，コウモリソウK－

　　　　4・4，ヤマジオウK一＋・2，ヒメウワバミソウK一十，サルトリイバラK一＋，

　　　　ミカエリソウK一十，アカバナの一種K一十，チョウチンゴケM一十，

　　3：カマツカ82一十，S一一十，オンツツジS一一ト・2，サルナシS一十，ソルウメモ

　　　　ドキS一＋，ヒサカキS一＋，ヒメコウモリソウX－3・4，チゴユリK一十，

　　　　アオスゲK：一1・2，コバノガマズミK一十，タチハイゴケM一十，

　　4：ネジキ82一＋，ヒメシャラB2－1・1，コミネカエデB2一＋，アカシデ82－1・1，

　　　　K一十，ミヤマシキミS一＋・2，カナクギノキS－1・2，タンナサワフタギS一

　　　　一ト，エゴノキS一十，ハリギリS一一ト，ヤマウルシS一十，ミヤマシキミS一十，

　　　　スゲの一種K一十，

　　　　コナスビK一十，キッコウハグマK一十

調査地　調査番号1～3：大箆柄岳，　4：霧島スカイライン，えびの高原下
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（2）べニドウダンーシキミ群落

　　高隈山・御岳山頂付近を中心にアカガシ，ソクシイヌソゲ，ハイノキ，ピサカキなど

　の常緑広葉樹にオンソツジ，コンテリギ，オトコヨウゾメ，ベニドウダンなどの落葉低木

　が被度2～3と混生した樹高3㎜の低木林が広がっている。尾根部などの風衝草原に接し

　罎生低木群落を形成している。林床にノガリヤス，ケスグ，アカシ。ウマ，ヤマヵモジ，

　ナギナタコウジュなど20～25種の草本植物が植被率30～50％於おっている。

Tab．4

　　調査番号

　調査月日

　調査地

　海抜
　方位・傾斜

　調査面積

ベニドウダンーシキミ群落調査一例

H－39

，72●7．12

御岳由

1，155配

S30。

5x61㎡

低木層の高さ　　　　3皿

低木層植被率　　　85％

草本層の高さ　　0．3配

草本層植被率　　30％

出現種数　　　　47種

ツクシイヌツゲ

シキミ

オンツツジ

コンテリギ

オトコヨウゾメ

ベニドウダン

アカガシ

ハイノキ

ツクバネウツギ

ピサカキ

アセビ

カナクギノキ

マンサク

S－3・3

S－2・2

S－2・2

S－2・2

S－1・2

S一一1・2

S－1・1

S－1・1

S－1・1

S－1・1

S一十

S一＋

S一＋
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ノリウツギ

コパノガマズミ

モミ

ヤブツバキ

サルトリイバラ

ナツソバキ

ミヤマガマズミ

サワフタギ

ミズナヲ

シロモジ

ヤマボウシ

ナギナタコウ溢

アオスゲ

S一十

S一十

S一十

S一十

S一十

S一十

S一十

S一十

S一十

S一十

S一十

K－2・2

K－1・2



ツクシママコナ

ヤマカモジグサ

ヤマムグラ

シシガシラ

ナガバモミジイチゴ

ヒヨドリパナ

オトギリソウ

オオバノトンボソウ

アカショウマ

ミヤビカンアオイ

コナスビ

K一＋・2

K一十・2，

K一十・2

K一十

K一十

K一十

K一＋

K一十

K一十

K一十

K一一ト

ソルニンジン

ムベ

シュロソウ

ススキ

ガンクビソウ

ナルコユリ

チヂミザサ

ソルリンドウ

ヤマトウバナ

スミレの一種

K一十

K一十

K一÷

K一十

K一十

K一＋

K一十

K一＋

．K一十

K一÷

《3）モミーシキミ群集

　　霧島山を除いてモミが高木層に被度5と優占した植分は大隅半島ではきわめて少ない。

　今騒の調査資料では、大幅柄山の海抜1，ioO舵付近と稲尾岳の海抜880肌尾根斜面に

　残されている。

　　農1木層は樹高11～15碗のモミで植被率50～60％於澄われている（Phoも。．10）。

　藪高木層にはシキミ，ヤブツバキ，アラカシ，サカキ，アセビなどの常緑広葉樹が多く、

　ヒメシャラやヤマボウシなどブナ林に生育する落葉樹が混生している。低木層の種類はき

　わめて豊冨でイヌガシ，ハイノキ，ヤマダルマ，ミヤマシキミ，モクレイシ，ユズリハ，

　ネズミモチなどの常緑広葉樹にコンテリギ，シラキ，ヤマソツジ，サワフタギなどの落葉

　樹が混生している。草本層も種類が豊寓で21～23種生育している。高隈山ではモミ優

　占群落は少ないが、霧島山の海抜800～1，0◎0那前後に広く生育している。高隈山の

　モミ林とは高木層にツガが2～3の被度で混生している点で異なるが、他の種組成はハイ

　ノキ，アカガシを伴うなどほとんどかわりがない。霧島山のモミーソが林はハイノキを区

　分種としてツか一ハイノキ群集（鈴木時夫　1959）にまとめられているが、さらに高隈

　由の資料や他の日本のモミ林の植生調査資料を比較すると亜群集単位としては知さえられ

　るが新群集単位としてはさらに一考をようすると考えられる（宮脇他1971）。
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《4）イスノキーウラジロガシ群集

　　海抜500～900配、あるいは時に250～400ノπの低海抜域に高木層にイスノキ

　が優期した植分がみられる。とくに海抜500～900肌の山地部は雲霧帯と呼ばれるほ

　ど一年の大部分が霧や雨でつつまれている。空中湿度が高いため植物相の種類が豊富で

　ある。樹高も12～23㎜と比較的高く、高木層，亜高木層の櫃被率は70～90％で階

　く林内を鉛毒っている。低木層も比較的豊富で壊0～60％の植立率を示している。高木

　層には葉に虫えいの穴が特徴的にみられるイスノキが優重し、アカガシ，ウラジロガシ，

　ホソバタブ，ハイノキが標徴種蔚よび区分種とされ、イスノキーウラジロガシ群集にまと

　められる（聾omoも。就　Suga偲ma　1965）。　薄晒　（民謡にイスノキの白い斑点を

　於びた赤茶色の樹肌がうきたってみられる（Phoも。．11～15）。

　　大隅半島では面罵岳，荒西山，国見山，高恩由，内之浦周辺に広く分布している。最近

　の営林署の著しい皆伐によって稲富岳周辺，国見山周辺に切跡が広がり、花崩岩座の岩が

　広く露出しているQ

《3》ミミズバイースダジイ群集

　　大隅半島の海抜10那から600㎜までの平地や山地には、スダジイやコジイが金褐色や・

　銀灰色の：丸い樹冠で林内をお壽っている潮面が神社，山地，尾根部，斜面，民家の裏山に

　点在して残されている。樹高1Q～25’琵の藁高木林や高木林を形成している。

　　コジイやスダジイが優占した植分は、優貸する高木層のコジィ，スダジイの相違とともに

　他の区分種はみられない（Phoも。．16）。　コジイあるいはスダジイ，アラカシ・ヤマビワ・

　コバンモチなどが高常在度で生育している。さらに亜高木属，低木層にカクレミノ，イズ

　センリョウ，ヤブニッケイ，モチノキ，タブノキなど日本全訳の丘陵地に広く共通する常

　緑広葉樹が生育している。このようなゴジイやスダジイが優心する臨画を組成表で比較す

　ると3つのタイプに区分される。

　　概観はコジイ，スダジイが優占するか、イチイガシ，サイゴクベニシダ，ハゼノキ，サ

　ルトリイバラ，コンテリギ，ハマクサギで区分される植分と、ウラジロガシ，ヤマビワ，

　ホソバタブ，コショウノキ，ミミズバイ，バリバリノキ，アデク，ツゲモチ，ナギ，タイ
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ミンタチバナ，ヘラシダ，ヒメアリドウシ，イスノキで区分される植分がみとめられる。

前者は沖積地や丘陵地の斜面下部にイチイガシの優陣した植分をつくり、後者はイスノキ

ーウラジ・ガシ群集にきわめて近い種組成を示している。

　このようなコジイ林や、スダジイ林に生育しているオガタマノキ，ミミズパイ，ヤマビ

ワ，ヤマモモ，イチイガシ，センリョウなどはミミズパイースダジイ群集の標洋種澄よび

区分種とされている（Photo．17）。

　また前項のイスノキーウラジロガシ群集はバリバリノキ，ホソパタブ，ハイノキ，サン

ゴジュ，キジョラン，イスノキが標徴種となり、きわめて類似する。しかし、カヤ，アセ

ビ，シキミ，ミヤマシキミが生育することでミミズバイースダジイ群集と区別できる。

　大隅半島におけるミミズパイースダジイ群集は、横瀬，塩浸，牧園町，轟，有明町，志

布志，南郷，稠尾岳，岩川　，荒酉山，船間など広く生育しているのがみられる。

　ミミズパイースダジイ群集は、紀俘半島，四国，九州にもっとも広く残存しているスダ

ジ　やコジイの優占する群集である。一般に温量指数鉛よそ120以上に生育する。大購

半島では高海抜域を除いてこのミミズパイースダジイ群集の生育可能な条件下にある

（Photo．18　）o

　コジイ，スダジイの優占する相違は基盤となる地質が花崩岩か堆積岩かにより異なるの

ではないかといわれている（南川幸代談1972）。大隅半島では壽よそ一致する地域も

あるが、さらに潜在自然櫃生を調べる際に追：求したい。イチイガシ優占群落に関してはさ

らに北九州のイチイガシ林の資料との比較が望まれる。

（6）ヤブコウジースダジイ群集

　　関東地方を中心に福島県双葉郡までの聞に、高木層にスダジイが優占し構成種は自本の

　他地域の常緑広葉樹林に共通して生育する種群により構成された植分がみられる。このよ

　うな植下は胸高直径1’π近いスダジイの大木により構成されている比較的自然に近い純分

　も、さらに株立ちした萌芽による二次林も種組成的にはほとんど変わりがない。このよう

　な日本中どこにでも生育しているような常緑広葉樹林の構成種で形成されている植下はヤ

　ブコウジースダジイ群集にまとめられる。
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　瀬戸内海西部沿岸や九州ではクロキ，ナナメノキ，クチナシなどの南日本にどこにも生

育するような種がわずかに加わったスダジイやコジイの優占した植分がみられる。大隅半

島では1ケ所蓬原中野で調査資料を得られただけだが、地質的に第三紀属の堆積岩を基盤

とした地域のスダジイの萌芽二次林では、降水の流水により表層土が流れるため表層土の

発達がきわめて悪く本来の自然林構成種が復元できずに持続している群落を形成している。

瀬戸内海沿岸以西はクロキ，ナナメノキ，クチナシ，タイミンタチバナなどによってヤブ

コウジースダジイ群集のクロキ亜群集（仮称）に区分される。

Ta｝｝．5　ヤブコウジースダジイ群集

調査番号

調査月日

調査地

海抜高度

方位・傾斜

調査面積

F－214

，72．12．24

蓬原中野

80配

NE5。

6×15罐2

群集訟よび上級単位標徴種鉛よび区分種

スダジイ

アラカシ

カクレミノ

ヒサカキ

ヤブニッケイ

ヤマビワ

クチナシ

クロキ

B－2・2
S－1・1

B－4・4
S－2・2

B－1・l
S－1・2

S一レ2

s－1・1

S一＋・2

s一マ

s一＋

高木層の高さ

高木層植被率

低木層の高さ

低木愚管被率

草本溜の高さ

草本層植被率

出現種数

イズセンリョウ

モチノキ

ビナンカズラ

タブノキ

シキミ

イヌガシ

ナナメノキ

ネズミモチ

モッコク

12配

85％

　5ηL

40％

0．3〃L

30％

35種

S一＋

S－T

S一十

S一†

S一・＋

K一＋

S一÷

S一＋

s一一†

S一＋
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トペラ

ヤマモガシ

コパンモチ

ツルコウジ

イタビカズラ

テイカカズラ

シュンラン

シヤガ

ヤブコウジ

ジャノヒゲ

S一十

S一十

S一十

K一十

K一十

K一÷

K』十

K一十

K一十

K一十

ヨゴレ’イタチシダ

サザンカ

サイゴクベニシダ

マンリョウ

クマタケラン

随伴種

　マメ．ヅタ

　コバノガマズミ

　キダチニンドウ

K一÷

K一十

K一十

K一一ト

K一十

S－1・1

S一十

S一十

《7》イqハ・モミジーケヤキ群集

　　垂水市高議から鹿屋市七ツ谷に至る渓谷斜薦部にはケヤキが高木層に植被率80～85

　％占めた面分が帯状に広がっている。亜高木層，低木層は場所によって常緑広葉樹が優占

　している場合と落葉広葉樹によって形成されている場合とがある。14～22融と比較的

　高く、冬になると葉をおとしたケヤキが蕎木層に白い肌を林立する。

　　垂水市や鹿屋市では渓谷の土砂くずれ防止などをかねて渓谷沿いにケヤキを植栽したと

　いわれるが、現在では潜在自然植生がケヤキの生育地と適しているためか、一般にケヤキ

　林の構成種であるイロハモミジ，イヌシデ，羊歯植物のイノデ類など湿性指標植物が多く

　生育している。

　　イロハモミジーケヤキ群集は一般にイロハモミジ，ケヤキ，ムクノキ，エノキ，シキミ，

　イヌガヤ，ヒイラギ，ウラジロガシを標徴種訟よび区分種としてまとめられるが、大隅半

　島では植林と潜在自然短生の関連づけが現在明確ではないので、一応イロハモミジーケヤ

　キ群集に含め検討は今後にゆずりたい。
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Tab．6　ケヤキ林

調査番号

調査月日

調査地

海抜

方位・傾斜

調査面積

湿性林指標種

　ケヤキ

イロハモミジ

K－10

，72．7．13

七ツ谷・海潟間

350肌

N200

15×20解2

」31－5・4

B2－1・2
S　一十

（B2－2・1）

高木第1層の高さ

高木第1層植被率

高木第2層の高さ

高木第2層植被率

低木層の高さ

低木層植被率

草本層の高さ

草本層植被率

出現種数

タブノキ

ホソバタブ

14ηL

80％

8㎜

20％

　3π多

60％

0．6πL

40％

56種

13一十

S一十
K一十

B2一十
S一十

その他の種

　ハナイカダ

　サルナシ

　ノイバラ

　ナワシログミ

　ウリハダカエデ

　アオキ

　ネズミモチ

　マルバウツギ

　ヤツデ

　コンテリギ

　キブシ

S－2・2

B1一十

S一＋

S一十

S一十

S一十

S一十

S－1・2

S一十

S－1・2

S一十

＿40一

ピサカキ

コバノボタンヅル

キダチニンドウ

ェゴノキ

シロダモ

キンミズヒキ

フキ

ノブドウ

ノアザミ

ヤマシロギク

クマヤナギ

S一十

S一＋

S一＋

S一＋

S一＋

K一＋

K一十・2

K一十

K一十

K：一1・2

K一十



クサイチゴ

サソマイナモリソウ

キュウシュウイノデ

ハチジョウカグマ

レンギョウエビネ

フタリシズカ

ゲジゲジシダ

ヤマアジサイ

コアカソ

ソワブキ

フユイチゴ

ヤマジノホトトギス

ホウチャクソウ

ヤブニッケイ

ワラビ

ベニシダ

K一＋

K－1・2

K一十・2

K一十

K一十

K一十

K一十

S－2・3

S－1・2

K一十

K一＋・2

K－1・1

K一十

K一十

K：一十

K一十

キヅタ　　　　　　K一十

タチツボスミレ　　K一十

ナソフジ　　　　　K一÷

イヌトウバナ　　　K一十

アカネ　　　　　　K一＋

チヂミザサ　　　　K一＋・2

ヤマノイモ：　　　　K：一十

ナガバノモミジイチゴ　　K一一十

ヒトツノミ　　　　　 K一十

ノササゲ　　　　　K：一十

ヤブミョウガ　　 K一十

ツルグミ　　　　K一十

コショウノキ　　　K一十

イワガラミ　　　　K一十

《8）ホソバタブ群落

　　高木層にホソバタブが被度3～5も於おっている植分は大隅半島には比較的少なく高山

　町にわずかに調査されたGホソバタブ，コショウノキ，オオイワヒトデを群落区分種とす

　る。タブ林によく似た林をつくる。樹高12～18㎜と比較的高い。

《9）ムサシアブミータブ群集

　　四国，九州の土壌堆積の良好な沖積地や谷沿いの多湿地にはムサシアブミやノシランが

　林床に生育している植分がみられる。フウトウカズラ，さらにホシダ，ミゾシダ，キュウ

　シュウイノデ，ホソバカナワラビ，オオイワヒトデなどのシダ植物が豊富であることがム

　サシアブミータブ群集を特徴づけている（1）hoも0．19）Q
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　　バクチノキ，モクタチバナ，アオノクマタケラン，ハマビワ，ムサシアブミ，ノシラン，

　オオイワヒトデを標徴種としてムサシアブミータブ群集がミミズパイースダジイ群集と隣

　接している。

《10）アラカシ群落

　　吾平丘陵の付近には露回した岩壁や、こんもり土盛りされた丘陵が数ケ所ある。このよ

　うなところには高木層にアラカシが3．3と比較的優占した植分がみられる。樹高1廷配前

　後であまり高くないが、アラカシをはじめとしてスダジイ，ヒメユズリハ，イズセンリョ

　ウ，ホソバタブ，マテバシイ，シキミ，ヤマビワなど多くの常緑植物がみられる。群落学

　的にはヤマビワ，サツマルリミノキ，ホソバタブを標徴種としてミミズパイースダジイ群

　集の一変型とみなされる。

（ll）イヌマキーアコウi群落

　　佐多町郡，近津宮神社に樹高11～i3麗のイヌマキ墨汁群落がみられる。　胸高

　直径約1．5彿ほどのイヌマキが高木層に被度淫、アコウが2と、今までに記録された常緑

　広葉樹林と相観を異にしている。紀便半島などではイヌマキ優占群落が比較的多く、終局

　群落と考えられる説もある。

《12》ウバメガシートベラ群集

　　海ぎわの凸出した島地などにウバメガシがマツキー状に生育している。ウバメガシを標

　微種とし、高木層にクロマツを伴うこともある。

　　ウバメガシやマサキ、あるいはハマヒサカキなどは海岸風衝の強い破壊作用に耐えるよ

　うにクチクラ層の発達した多肉植物が生育している。

（13）オニヤブソテツーハマビワ群集

　　九州沿岸の風衝地で±壌堆積の良好なやや凹状地にはハマビワ，トベラ，マサキなどの

　常緑低木が2～3醜のマツキー状の低木群落を形成している。マルバグミ，ネズミモチ，

　イヌビワが混生し植被率80～90％で於澄っている。強い海；岸風衝とつりあってカーペ
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　　ット状に凹地が知干われている。佐多岬，郡で調査資料が得られた。

《14）マルバニッケイ群落

　　佐多岬ではマルパニッケイが三度4と優沸し、種構成も11種と少ない群落がみられる。

　マルバニッケイ3マサキ3トベラ，ハマヒサカキ，シャリンバイの風衝に強い常緑低木が

　低木層をお・おや・、ツワブキ，オニヤブソテツ，ハチジョウススキ，ハマウド，ハマサルト

　リイパラ，ボタンボウフウなど海岸風衝断崖地に生育するボタンボウフウ群団の植物が草

　三層に生育している。．

《ユ5》ソテツ群落

　　佐多岬風衝断崖地にはソテツが粒度3～4と優占し、マサキ，トベラ，シャリンバイが

　混生した樹高2配のソテツ群落が生育している（Phoも。．20）。

　　林床は貧弱で10～20％、多いときは40％でホソバワダン，サンマスゲ，ハマサル

　　トリイパラ，ノジギク，ハママンネン，キキョウランなどノジギクーハチジョウススキ群

　落との共通種をもっている。同様な低木層にソテツカ｝草本層にハチジョウススキ草原構成

　種が組みあったタイプの群落が奄美大島，沖縄本島北部などにもみられる。

《16）乱戦イワヒトデービロウ群落

　　枇，津島の谷沿いのテラッセ上にはヤリノホクリハラン，好事イワヒトデ，コクモウクジ

　ャクなど多くの湿性羊歯植物が生育している植分がみられる。湿性羊歯植物とクワズイモ

　で区分されるビロウ優占群落はオオイワヒトデービロウ群落にまとめられた。

　　谷に沿った平地や崖錐地は土壌が堆積し肥沃なやや湿性地が多い。このような立地では

　常緑広葉樹林ではタブ林などの生育がみられる。枇榔島ではタブノキは全く生育せずにホ

　ソパタブが低三度で生育しているのがみられる。

　　オオイワヒトデービロウ群落は高木層に常緑広葉樹がきわめて少ない。したがってビロ

　ウが高木層に優占した低木層のモクタチバナ，サツマサンキライ，イヌビワと草本層のヤ

　　リノホクリハラン，オオイワヒトデ，コクモウクジャク，イシカグマ，オオタニワタリな

　どの羊歯植物やアオノクマタケラン，フウトウカズラ，ムサシアブミなど湿性草本などの
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三層群落を形成している。

《ユ7）ビ臼ウースダジイ群落

　　枇直島の大部分を占めるビロウ，スダジイ，マテバシイの混生林はモチノキ，ソワブキ，

　ホソパカナワラビ，シラタマカズラ，ヤツデなどによって区分されるビロウースダジイ群

　落にまとめられる。林内にはフカノキ，ショウベンノキ，サカキカズラ，サツマサンキラ

　イなど南方の植物が高常在官で生育している。

　　ビロウースダジイ群落は高木層にビロウが，亜高木層にモクタチバナが生育している点で

　大隅半島に診けるミミズパイースダジイ群落と区分される。モクタチバナが高常在度で、

　あるいは優占して生育している植分は南九州の島々に特徴的にみられる男女群島にも同様

　なモクタチバナが優占する植分がみられる（外山他1967）。

　　ビロウーモクタチバナを除いた種の結びつきは比較的ミミズバイースダジイ群集に似て

　おり地域的植物群落と考えられる。ビロウースダジイ群落はさらに海岸からの影響を強く

　うけるマルバグミ，モッコク，ノシラン，ヒメユズリハで区分される植分と、谷あいの安

　定した斜面で特別な区分種をもたないスダジイが高木層に優占している。

　　マルバグミ，モッコクなどで区分される植分はさらにボルトノキ，クチナシ，テンナン

　ショウの一種、バクチノキで区分される植分と特別な区分種をもたない植分に下位区分さ

　れる。クチナシ，ボルトノキで下位区分される植分は傾斜5～2Q度の比較的ゆるやかな

　斜面で出現種数も35～45種と比較的多い。

《18》　ビ日ウ残：存植分

　　辺塚には枇指油や佐多岬と異なり砂が岩上に堆積した小丘上にビ・ウ残存植分がみられ

　る（Phoも021）。　高木層，低木層にビロウが3～5と優期し、トベラ，マルバグミ，

　クチナシ，イヌビワ，ヤブニッケイ，ハマビワ，マサキ，モクタチバナ，シマイズセンリ

　ョウなどの低木が混生している。遷移が進めば佐多岬八寸地に：生翻しているビロウーモクタ

　タチバナ群落に進むと考えられるが、現在は持続群洛を形成している。
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（19）ハマグルマー⊇ウボウムギ群集

　　砂丘の飛沫地帯、砂の動きが激しいところでは堆砂能力をもつハマグルマーコウボウム

　ギ群集が発達している（Photo．22）。砂丘のパイオニア植生となり堆砂作用を行なう

　のでクロマツ植林のさいの砂どめなどに利用できる。

《20》シマチカラシバ群落

　　佐多岬国民宿舎の前の岩礁i海津にシマチカラシバ，ボタンボウフウが被度3で優冠する

　植分が帯状に岩隔地に生育している。

　　シマチカラシバ，ボタンボウフウ，テリハノイバラ，ツワブキ，ハマボッス，タイトゴ

　メで構成されるシマチカラシバ群落は奄美大島にも分布がみられる。

《21）イワダレソウ群落

　　佐多貞甲のやや安定した砂地にイワダレソウ，ハマヒルガオ，オユシバ，ハマボウフウ，

　マツヨイグサ，ケカモノハシで構成されるイワダレソウ群落が生育しているQ

《22）ハマゴウーテリハノイバラ群落

　　砂の移動がとまり砂丘が安定すると、ハマゴウ，テリハノイバラなどの低木が侵入し、さら

　に砂の動きをとめる。チガヤ，グンパイヒルガオ，クロマツなどと混生しハマゴウーテリ

　ハノイパラ群落にまとめられた（Photo．23）。　さらに安定すると常緑の低木のマサキ，

　トベラ，ハマヒサカキなどが生育するようになる。

⑫3》ノジギクーハチジョウススキ群落

　　佐多岬や串間の断崖風衝地にはハチジョウススキを中心とするサツマスゲ，ホソバワダ

　ン，マルバニッケイ，オニヤブマオ，オニヤブソテツなどのボタンボウフウ群団にまとめ

　られる海岸断崖植生が生育している。とくにこの海岸断崖植生はChrysan施emum属で

　代表されるようにノジギク属によって海岸各地の気候が示される。関東地方のフォッサマ

　グナ地帯ではイソギクが紀伊半島ではキノクニシオギク、若狭湾でワカサハマギク、瀬戸

　内海でニジガハマシオギク、九州でノジギクがハチジョウススキとむすびついて群落を形

　成している。
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《24）ハイキビ群落

　　垂水市あるいは有明町の後背湿地も含め、塩生地にハイキビが優占群落を形成している。

　一毅に大きな州の河口部や海の干潮帯の岩礫部には壌沼櫃生と呼ばれる特殊な植物が生育

　している。大隅半島では発達が悪く、ハイキビ群落やシパナ群落がわずかにみられたにす

　ぎない（Pho七〇．24）。

《25》シ臓グワイ群落

　　志布志湾沿いの砂丘後背湿地は現在ほとんど水田に耕作されかつての姿を失っているが、

　有明町に1ケ所だけ昔のままの湿地が残されている。ハイキビ，シログワイ，サンカクイ，

　キシュウスズメノヒエ、さらにアカウキクサなどが浮き、水深40α陀ほどの水中に生育して

　いる。中に帰化植物として熊本県などでも問題になったホテイアオイが一面に7月に花を

　つけ、紫で湿原をお訟うさまは壮観である。

《26》ダンチク群落

　　鹿児島湾に面した海岸沿いに道路わきなど砂が安定した立地にダンチク優占群落が発達

　している（Photo，25）。　植生高4～5珊と高く植被率も90～95％でダンチクだ

　けでお・嫌われている。根元にオニヤブソテツ，ソワブキなどの海；岸生植物とツユクサ，カ

　タバミ，チガヤなど畑地生や草原生の植物が入りこんでいる。

　　一般にダンチクは固有の群落を形成することは魁（。紀衝半島にも生育がみとめられる

　が畑地生あるいは草原生の雑草と混生している。

《27》　トキワススキ群落

　　大隅半島基部恩川沿いにトキワススキが真白な穂を風にたなびかせ株立ちして特殊な景

　観を形成している（Phoも。．26）。

《28）スズタケ群落

　　大回三岳山頂付近には高さ2隅で植被率90％を占めるスズタケの優旧する草原が発達

　している。一般に風衝地や岩礫地ではスズタケ，ミヤコザサ，チシマザサなど多くの種が

　単独で草・原を形成することがある。
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　大箆柄岳では1，200’π前後に帯状に広がっている。コソクバネウツギ，ノリウツギ，

リョウブ，ヤマボウシ，アセビなどと共に、竹下にはシシガシラが入る程度でスズタケと

混生している木本の芽生えが散生している。

（29》コメツツジ群落

　　高隈山山頂部の風衝草原には高さ10～20㎝のコメソツジ，ネバリノギラン，アキノ

　キリンソウ，コウモリソウ，ツクバネウソギ，ガクウツギ，シシガシラ，リンドウ，シモ

　プリゴケによる罎生草原が広がっている。

　　神奈川県箱根山地や丹沢山地でオノエランーハコネコメツツジ群集でまとめられたハコ

　ネコメツツジの罎生植物群落あるいは東北山地に生育するオオコメツツジ群落と同位群落

　と考えられる。

（30）イワタバ⊇i群落

　　関東地方の岩壁にわずかなしたたり落ちる水分と共存して生育しているイワタバコ群落

　が大隅半島にもみとめられた。

　　丁丁，白山林道，松迫、さらに四三岳までイワタバコとともに混生している種類はそれ

　ぞれ場所により異なるが、ミソデウラボシが共通に生育し、限られた方向から陽光をうけ

　ている。
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2》代儂植生

　　大隅半島では代償植生の占める面積は比較的広いが、その種類は自然植生に比較して単純

である。自然植生のスダジイ林が伐採されたあとに持続して生育している植分、屋敷林とし

　て植栽され自然に近い形に復元途上の植分、様々な種類の植林こ次草原、耕作地、雑草群落

などきわめて限られている。またこれらの代償植生は北部にいたるほど広い面積を占めてい

　る。

（1）ハクサンボクーマテバシイ群落

　　　志布志湾沿岸の崖地、垂水市より根吉町にいたる沿岸窪地斜面、大隅半島山地丘陵地帯

　　に広く常緑広葉樹の優物している萌芽林が分布している（Phoも。．27）。一見

　　タブノキに似た樹形でスラリと伸び密閉した林分を形成している。林内は高木第1題ある

　　～（は高木第2層の植被率が70～90％と密に蔚冷われ、暗いためマテバシイ以外の種は

　　きわめて少ない丁度で生育している。常緑植物はマテバシイ以外はバクサンボク，モチ

　　ノキ，ヒサカキ，シロダモ，ヤプニッケイ，ツワブキ，ビナンカズラなどの出現回i数が高

　　い。落葉景物ではイヌビワ，コンテリギ，ヘクソカズラなどが出現回i数が多い。マテバシイ

　　が優観するバクサンボクで特徴づけられるこの七分は、かつて現在マテバシイがわずかに

　　構成種とレ（生育していたが入為的な伐採により急激にマテバシイが優占し二次的に現在の

　　萌芽林を形成硫と考えられる。このようなコ欠林は大隅半島に限らず薩摩半島にも海岸沿い崖地

　　に多くみられる◎

（2）アラカシークスノキ群落

　　垂水市，串喪町，大崎町などのシラス台地上に発達する集落の周辺には樹高14～15融

　のクスノキ，アラカシが高木層を好心率70～85％も占めた屋敷林がおよそ15肌四方

　の面積で数ケ詰みられる。高木層にアラカシ，クスノキが優目し、低木層にヒサカキ，バ

　クサンボク，ヤブツバキ，クチナシ，イヌガシ，カクレミノ，シロダモ，クロキ，ナナメ

　ノキ，マンリョウなどの常緑広葉樹の種類が豊富にみられる。草本属は比較的少なくテイ

　カカズラ，シュンラン，キヅタ，ヤブラン，ホシダ，サィゴクペニシダが生育しているの

　がみられる。
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　クスノキは台湾に自生するが臼本では自生していない。大隅半島に澄いても屋敷林や神

社に大木がみられるのでアラカシとクスが高木層に優占したこの植分はクスノキを植林し

たあと自然の回復途上のものと考えられる。回復途上の二分に多くみられるク躍キ，ナナ

メノキ，バクサンボクなどの種が生育しているため考察される。

（3）アカメガシワーアラカシ群落

　　鹿屋市の台地が削られた断崖岩地斜面部にはアラカシを主とする先駆植生がみられる。

　また佐多騨，伊座敷閥の表層土の浅い岩上にはアラカシ，アカメガシワ，シャリンバイ，

　タイミンタチバナ，クロキなど多くの種が萌芽した植分が尾根部から谷部に広くつづいて

　いる。

Tab．7　アカメガシワーアラカシ群落

調査番号

調査地

方位・傾斜

調査面積

F～206

島泊

SW25。

15x20㎡

低木層の高さ

低木層三三率

草本層の高さ

草本二三被率

出現種数

　6那

85％

0。5那

20％

48種

アラカシ

シヤリンバイ

マテパシイ

ヒサカキ

アカメガシワ

ハマビワ

タイミンタチバナ

スダジイ

ヒメユズリハ

S－4・4

S－1・王

S－1・2

S－1・2

S－1・2

S一十・2

S一十・2

S一＋・2

S一＋・2

K一＋

ナツフジ

ビナンカズラ

マンリョウ

シラタマカズラ

バクサンボク

クロキ

クチナシ

サカキカズラ

サツマサンキライ

S一一十・2

K一十

S一十

S一十

S一十

S一十

S一十

S一一ト

S一十

S一十
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ヤブツパキ　　　　　　　S一十

ネズミモチ　　　　S一÷

ヤツデ　　　　　　S一十

ヤマビワ　　　　　S一十

シマイズセンリョウ　S一÷

クスドイゲ　　　S一＋

イズセンリョウ　　S一十

シロダモ　　　　　　S一÷

ツワブキ　　　　　K一十・2

アマクサシダ　　　K一十・2

ホソバカナワラビ　　K一十

ユウコクラン　　　K一十

テイカカズラ　　　K一一十

シュンラン　　　　K一÷

フユイチゴ　　　　　K一十

ヤマハゼ

出山クサ

ヤマフシ

マルバウツギ

イヌビワ

ゴンズイ

オオムラサキシキブ

カンコノキ

ノイバラ

ケホシダ

ホシダ

ハスノバカズラ

ロチヂミザサ

フジバカマ

S一十

S一十

S一十

S一牽

S一十

S一十

S一十

S一十

S一十

K一十・2

K一十

K一十

K一十

K一十

（勢コナラ群落

　　大隅半島では落葉樹を主とする植分はきわめて少ない。北部にわずかながらコナラが優

　占する植分が調査された。

Tab．8　コナラ群落

調査番号

調査月日

方位・傾斜

調査面積

F－213

，72．12．24

E30Q

15×15㎡

一52一

高木層の高さ

高木層植被率

低木層の高さ

低木玉植被率

草本層の高さ

草本層植被率

出現種数　　H

　7〃L

70％

3郡

80％

0．3㎜

　5％

51種



コナラーミズナラオーダーの構成種

　コナラ　　　　　S－4・4

　コマユミ　　　　　S－1・2

　ナソフジ　　　　S一＋

　ニシキギ　　　　　S一十・2

　マノレバウソギ　　　 S一十

　ウソギ　　　　　S一＋

常緑植物

　ピサカキ　　　　　S－1・2

　カゴノキ　　　　S一十

　ナナメノキ　　　　S－2・2

　　　　　　　　　K一十

　ナワシログミ　　　S一十

　アラカシ　　　　　S一一1・2

　クスノキ　　　　S一十

　マンリョウ　　　　S一十

　バクサンボク　　　S一十

　ビナンカズラ　　　S一十

　ツワブキ　　　　　S一十・2

　コゴメスグ　　　K一十

その他の種

　サユウキュウチク　S－3・3

　カニクサ　　　　 S一十
　　　　　　　　　K一十

　センニンソウ　　　S一十

　ヘクソカズラ　　　S一十

　ノイバラ　　　　　　S一十

　　　　　　　　　K一十

　　　　　　　　　　　　　一53一

アケビ

ミツバアケビ

ヤマツツジ

シュンフン

ヤブコウジ

アマクサシダ

マンリョウ

シロダモ

タイワンコモチシダ

ヤブニッケイ

ヨゴレイタチシダ

テイカカズラ

カラタチバナ

カジイチゴ

イチヤクソウ

スミレの一種

ナガパモミジイチゴ

ミソバツチグリ

ケホシダ

S一＋
K一十

S一十
K一十

K一十

K一＋

K一十

K一十

K一÷

K一十

K一十

K一十

K一十

K一十・2

K一一十

S一十

K一＋

K一十

K一十

K一＋

K一十



シラヤマギク

ナツノタムラソウ

キジムシロ

スイカズラ

サノレトリイノくう

コチヂミザサ

K一十

K一十・2

K一十

K一＋

S一十

X一十・2

K一＋

ノダケ

ィナカギク

ススキ・

オトコヘシ

K一十

K一十

K一十

K一十

《5）ケヤキ植林

　　垂水市高垣より七ツ谷の渓谷沿いにケヤキの優嘱する植分がみられる（Phoも。．28）。

　一部にはイロハモミジーケヤキ群集に近い種組成をもつ植分がみられるが、全く立地を無

　視し植栽された場合もある。かつてケヤキは建築材として広くつかわれていたが、針葉樹

　の方が加工しやすいということでスギ，ヒノキが用いられるようになった。したがって植

　林も画一的にスギーヒノキ林が造林されている。まちがった場所に植栽されることはよく

　ないが、ケヤキなど昔から利用された自然林構成種を使うことも今後考えられてよい問題

　である。

（6）クロマツ植林

　　志布志湾岸の右砂丘地帯のクロマツ植林は、大隅半島で他に類をみない規模で存続して

　いる。日本海岸沿岸や太平洋岸などでみられるような樹高の高い植林はみられないが、1．5

　～6配のクロマツ林が帯状に数10㎞にわたって発達している（Phoも。。29）。　乾燥し

　たやや盛りあがった立地ではチガヤ，テリハノイバラ，アキグミなどが生育し、ススキ草

　原構成種とクロマソの二層群落を形成している。やや凹状地の砂の固定した湿性地ではク

　ロマツの林床にオガルカヤ，コオニシバ，スナゴケ，コゴメカゼクサなどが生育している。

　　とくに立地が安定してくると常緑広葉樹のシャシャンボ，ネズミモチやクロキ，ナナメ

　ノキなどが復元している。このような広い面積をもった植林は自然に合った形で保全され

　ることが望ましい。
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《7》スギ・ヒノキ植林

　　植生図に描かれたスギ，ヒノキ植林は、一応二層以上の森林のような多層群落を形成し

　ている植分について描かれた。ススキ草原と共存した若い櫃林はススキ草原でぬられている

　　（1）hoも。．30）o

　　大隅半島のスギ，ヒノキ植林は管理がよく行きとどき、多くの場合草本属と高木層の二

　層群落を形成している。

　　大隅半島に於けるスギの植林地はヒノキよりもやや湿性なゆるやかな斜面や谷部平坦地

　に多く植栽されている。ヒノキの方がわずかに乾燥しやすいようである◎林床の構成種は

　ほとんどかわらずエダウチチヂミザサが被度2ともっとも多く、ベニシダ，ヒメワラビ，

　ミゾシダ，フモトシダ，ホシタ㍉タイワンコモチシダなどの羊歯植物が豊富である。

　　スギやヒノキの本来の生育地は夏緑広葉樹林域の尾根部や母岩の露出した断崖地にその

　ふるさとがあげられる◎

（8）カシワ植林

　　九州では火入れあとにススキ草原に先駆植生として生育するカシワが大隅町街の口で植

　栽されているのが調査された。自然には下北半島，津軽半島，日本海岸，北海道などの古

　砂丘地帯に低木の密生した林をつくる。砂地などの貧養地で、風衝の強い地域が生育地で

　ある。また火入れ伐採などによっても二次的に広がる。大隅町山の口でみられたカシワ植

　林は、林床はススキ，ネザサ，アキノキリンソウ，シラヤマギク，ミツバツチグリ，チガ

　やなどのススキ草原化されている。粗放的にあっかわれ℃いる。

《9）クヌギ植林

　　大隅半島に於けるクヌギ植林地は有明町重田，蓬原中野，大姶良町など北部にみられる。

　クヌギ林の特別な種構成を承さないが林下はマダケによって10％の植被率酷澄われたり、

　あるいはススキ，ナガバモミジイチゴなどを主とした草原が林床に広がっていることもあ

　る。大姶良：町では高木層にクヌギが50％の植被率で訟於い、クヌギよりわずかに低くマ

　テバシイ，タブノキ，シロダモ，ヤブニッケイなどの常緑広葉樹が生活している。いずれ

　も樹高8～10隅の亜高木林である。
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《10）モウソウチク・マダケ林

　　モウソウチクやマダケなどの竹類は中国大陸から移入され移植された植物である。タケ

　ノコを食：用として用いることと、観賞用の竹林としての二つの効用がある。したがって植

　栽されているのは災家の裏に多い。また立地も適湿で平坦地が多いため、著しい手入れが

　行なわれていないところでは常緑広葉樹の復元が早い。大隅町をはじめ集落周辺に比較的

　多く点在している。

　　モウソウチク林は比較的樹高もたかく10配程度の亜高木林を形成しているが、マダケ

　林は5～6肌で比較的低い。

（11》メダケ群落

　　大隅半島を流れる大小の河川の土堤には高さ4〃揃後のメダケが帯状に蔚おっている

　（Photo。31）。　メダケはきわめて密生するため群落内は暗く、構成種類はメダケ，ノ

　イバラ，スイカズラ，セリ，イノコズチ，カモジグサ，ヘビイチゴなどときわめて少ない。

　川沿いの岩と岩の間に土壌が堆積しているような立地に生育しているメダケ林は、低木の

　イヌビワ，モクタチバナ，タブノキなどがわずかに復元している。林床にはツワブキ，ム

　サシアブミ，ホシダ，オオイワヒトデなど潜在自然植生の復元がみられる。

《12）ススキ群落

　　大隅半島では稲尾岳から平地にいたるまでチガヤやススキの優占する植分が広い面積で

　みられる。立地・人為的影響などの稲違により生育している植物の結びつきがわずかつつ

　異なってくる。

　　チガヤ，ナワシロイチゴ，ノイバラ，マルパハギ，ミツバツチグリで区分されるチガヤ

　ーススキ草原は、刈りとりによる採草地で海抜300～500肌前後の山地斜面に発達して

　いる。オトコヨモギ，ツリガネニンジン，シラヤマギク，ノアザミなどのススキクラスの

　種が多く生育している。海抜1，100～1，20伽の大箆柄岳地域ではコナスビ，リンドウ，

　ノガリヤス，ケスゲ，シュロソウ，アカショウマ，チゴユリ，ツクシスミレ，ヤマヒヨド

　リ，キンミズヒキなどで区分され、阿蘇山系のススキ草原ときわめて類似した構成種をも

　っている。
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《：L3）　切跡群落

　　搬に森林伐採後1年鼠には切跡群落を代表するダンドボロギクやベニパナボロギクが

　生育する（Phoも。．32）。大隅半島ではブルドーザーを伴った森林伐採が急激に進んで

　いる。伐採後植林を行なうため切り株は掘り知こされ除去されることもしはしば行なわれ

　る。切り株が除去された後3～4年の閥はススキ，ナガバモミジイチゴ，ヘクソカズラな

　どの草本が山鼠率90～98％を澄畜い人の背丈ほどのススキ草：原を形成する。わずかに

　アカメガシワなどの落葉樹と、ヒサカキ，ウラジロガシ，イスノキなどの木本類が混生し

　ている。門跡特有でススキ草原と異なる植物はヤクシソウ，クサギなどがあげられる。

　　森林伐採直後で切り株が残っている蒔は切株から萌芽する常緑広葉樹とともにナガバノ

　モミジイチゴが特徴的に被度3を占めている。

《14》畑：二二i草群落

　　大隅半島北部のシラス台地は、場所によってはボラ層，コラ層などという不良土壌にな

　っているが、一般的には関東ロームに似た適当な土壌である（岩本・兼子他1973）。

　したがって台地上は広く耕作されサツマイモ，茶，ナタネ，タバコなどが栽培されている

　（Phoも。．33）。　サツマイモ畑は比較的粗放でヨモギ，メヒシバ，レンゲ，ハコベ，コ

　ミカンソウ，イヌタデ，．ノチドメ，エノキグサ，ツユクサ，ノゲシなど数10種類の生育

　がみられる。

　　耕作放棄後1年たつとオオアレチノギク，ヒメムカシヨモギ，ジシバリなど越年生草本

　が増しムカシヨモギ属（Erlge紛n）の植物がめだつ。

《工5）水子雑草群落

　　大隅半島の中部肝属川流域にはきわめて広い面積で水田耕作地が広がっている。水田は

　春季から夏季に湛水して少なくとも年2血忌起してイネを栽培している（Ph◎to冷4）。

　したがって水田雑草群落は春季，夏季と異なった植物群落を形成している。
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T＆b．　9　　夏尋ミzkE日雑草群落（耕作放棄1年自）

調査番号

調査月日

調査地

調査面積

F－47

，72，7．12

崔良

10×10㎡

草本層の高さ

草本層植被率

出現種数

0．5ηL

90％

31種

クマビェ

タイヌビェ

オオイヌタデ

カヤツリグサ

トキンソウ

ノミノフスマ

タネツケバナ

タカサブロウ

オヒシバ

アゼトウガラン

クグガヤツリ

マツバイ

ツメクサ

キツネノマゴ

キツネノボタン

イボクサ

2・3

2・3

2・2

2・2

2・2

1・2

十・2

十・2

十

十

十

十

十

十

カタパミ

ハキダメギク

オオバコ

ヘクソカズラ

ベニパナボロギク

オオアレチノギク

ハルZノグシ

トキワハゼ

スズメノテッポウ

コミカンソウ

キダチキンパイ

コウゾリナ

ケチドメ

ウシハコベ

シマツユクサ

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

　今團得られた植生調査資料では比較的乾燥した水田黒作放棄後1年目のため畑地雑草

まで混入している。

　肝属川流域の沖積低地は自然の地形を利用して水田化したものだが、蓬原や野井倉原，

末吉町高松訟よび大隅町笠木などは台地上に水田が伶られた例であるQ
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2．現存植生図

　大隅半島の現存植生図は縮尺25，000分の1の地形図を墓盤として自然植生3エ，代償植生

32，その他7の凡例で描かれた。大隅半島全域で29枚の現存植生図が描かれた。（植生國

説明中場所名は図幅名を示す。）

1）自然植生

　　自然植生は大隅半島ではきわめて多く代償植生の数と変わらないQ一毅に自然植生は

立地の環境条件によ診異なる。気候・地形・地質・土壌・水分などが大きな影響をあたえて

　いる。

　　自然植生の中でもっとも広い面積を占めている植生は辺塚，稲尾岳，半ケ石，岸良，内之

浦，上祓川に分布しているイスノキーウラジロガシ群集やミミズバイースダジイ群集である

　（Phoも。．35）。海岸から内陸にむかってみると、もっとも海際の風衝の強い海岸断崖地

には、オニヤブソテツーハマビワ群集が大隅槙原から海岸沿いに佐多岬まで続き、伊座敷，

辺塚，大根占にのぼっている。佐多紳では同様な断崖地の凸状地あるいはオニヤブソテツー

ハマビワ群集よりも乾燥した表腰土の浅い立地に生育するソテツ群落がみられる。風衝がき

わめて強い海岸に凸出した岩地では、佐多岬や串閥で明らかなようにウバメガシートベラ群

集がマッキーを形成している。時にはマルバニッケイに於き変わりマルバニッケイ優占群落

　が佐多岬でみられる。

　　海岸沖積地では高温多雨という気候条件に恵まれてムサシアブミータブ群集の発達がきわ

めて良好である（Phoも。．36）。岸良，佐多岬，伊座敷の沖積地に点在している。タブ林

が南部の沖積地に数ク所残存しているのに対し、大隅半島北部ではホソバタブ優占群落が大

隅柏原にみられる。同様なやや湿性植物群落にイロハモミジーケヤキ群集があげられるが、大

隅半島ではケヤキが植栽され、その後構成種が誘発され「般にみとめられているイロハモミ

　ジーケヤキ群集と類似した種組成を示した植分が一上祓川にみられる。

　　自然植生でもっとも広い面積を占めているイスノキーウラジロガシ群集は、海抜400～

　900況付近まで分布している。さらに海抜高度の低い地域では海抜20肌から澄よそ
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500〃｝の闘にミミズバイースダジイ群集が残されている。山地や民家の裏山に小面積なが

らまとまった面積で残存している。高木層にスダジイやコジイが優占する植分で特別な構成

種をもたないやブコウジースダジイ群集は、大隅半島ではきわめて少ない。わずかに気温が

低い北部などの谷聞に表層土の浅い立地に群落を形成している。佐多岬他大隅半島南部でヤ

ブロウジースダジイ群集で示されている植分は二次的に復元途上の低木林である。神川の渓

谷沿い断崖地やシラス台地の土地が悪いところにはアラカシ群落が持続群落を形成している。

　大隅半島でもっとも海抜高度の高い高隈山系（上祓川）には南限とされるシラキーブナ群

集がわずかな面積で残存している。周辺にはべニドウダンーシキミ群落の風衝低木林や山頂

部のコメツツジ群落が貴重な群落を形成している。於そらく稲尾岳，半ケ石の地形図中の山

頂部に澄いても調査をつづければみとめられるのではないかと考えられるQ上祓川，稲尾岳

ではモミが優短しハイノキを特徴的に伴うモミーシキミ群集がみられる。大隅半島以外の他

地域ではハイノキを伴うモミーシキミ群集はほとんど報告されていない。大隅半島のモミ林

は亜群集単位で考えられるが、さらに検討の余地があるQ

　志布志湾沿岸の枇榔島は北部の港を除き特殊な群落が島をつつんでいる。谷沿いのテラッ

腰上には林床に羊歯植物をきわめて多くもったオオイワヒトデービロウ群落がみられる。他

の立地の安定した斜面部にはビロウを高木第1層にもち、高木第2層にはモクタチバナが高

い頻度、あるいは被度で生育している。きわめて特殊な景観を呈している。同様なビロウの

残存植分は辺塚に治いてもみられた。

　志布志，垂水では海岸植生がよく発達して澄リコウボウムギ群落，ハマゴウテリハノイパ

ラー群落などの砂丘植生や、ハイキビやシバナなどの塩沼植生が一部残存している。

2）代憐植生

　　最後の廓然の秘境といわれている大隅半島もその大半以上は入為的影響によっておきかわ

　つた代償植生に澄おわれている。

　　かつてミミズバイースダジイ群集で鉛丹われていた地域は、！5～25年に一度の伐採に

　よってバクサンボクーマテバシイ群落の萌芽林が発達している。鹿児島湾や志布志湾岸沿い

　に、あるいは内陸部まで株立ちしたマテバシイ林がみられる。俊多輝の第三紀層の岩盤上で
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はマテバシイの二次林にならずアラカシやナナメノキ，クロキを含んだ低木林が発達している。

大隅半島北部では二次林は落葉樹のコナラが主体となっている。

　大隅半島では林業経営が著しくいたるところ伐採されたり植林が行なわれている◎クロマ

ツ，スギ，ヒノキ，カシワ，クヌギ，ニセアカシアなど種々様々な植林が行なわれている。

竹類も種類が豊富でモウソウチク，マダケ，メダケ，ホウライチク，ホテイチク，リュウキ

ュウチクなど植栽あるいは二次的に広がっている。3～5年に一度の刈りとり、あるいは森

林伐採後3～5年後の地域はススキやチガヤの優勒する草原となっている。広大な面積を占

めているのは集落周辺よりも山地に多く内之浦，岸良，半ケ石，稲尾岳，心血，佐多岬，上

板川など山地が多い地図に広面積で広がっている。

　耕作地はシラス台地上と肝属川流域にきわめて広い。シラス台地上はコラ層やボラ層を除

きサツマイモや茶，植木苗圃，果樹園，茶畑など多くの利用形態が示されている。水田耕作は

沖積低地のみでなく台地のかんがいを行ないシラス台地にまで進出されている。

3》その他

　　大隅半島では集落は比較的小さくまとまっている。鹿屋市，垂水市を除き他の12町では

比較的屋敷林をもった集落を形成している。鹿屋市，i垂水市では新興地としてどんどん宅地

域を広げているため、町中に大隅半島独特の屋敷林や植栽をみることがない。また公園比感

　もアコウ，ガジュマルは樹種として適当だがカナリーヤシ，フェニックス，バナナなどさら

　に南方系のものばかり櫃蓋している地域が多い。郷土種とよそものの上手い調和がのぞまれ

　る。工場や造成地は東京で代表されるような産業都市にきわめて多いが、大隅半島ではほと

んどみられない。したがって今後つくられる可能性がないとはいいきれない。自然の特質を

理解した上での新しい土地利用、開発が行なわれることが望まれる。
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3，植物群落植生重要度分類表

　　　植物社会学的手法で得られた具体的な群落単位についてそれぞれ“自然生”（五階級）お

　　よび畠生態的重要度”（五階級）によって類別され、与えられた両数度を積算し、その積算

　　値を五階級に類別したものが鄭植生重要度”である。

　　恥　自然度

　　　　現存する各々の三生（現存植生）が潜在自然植生に対してどの程度の時間的距離がある

　　　かによって類別され、群落の遷移度に比例し、退行遷移の要因である人為干渉、植生の破

　　　一度に反比例する。すなわち、植生の安定、土地的には立地の安定度を慧関する。

　　2》生態的重要度

　　　　ここでいう生態的重要度とは、さまざまな土地利用等に対する抵抗力の強弱度、復元力

　　　於よび群落自体の有する環境要因としての機能的重要性という観点から五階級に類別され、

　　　質的な補正を行なう。したがって、周囲の植生の状態や群落自体の広がりの大小などによ

　　　って訟なじ群落でも多少の変動がある。

植生重要度 自然度 生態的重要度 群　落　単　位
v ￥ v ミミズパイースダジイ群集

v v ヤブコウジースダジイ群集
v v アラカシ群落
v v ホソパタブ群落
V V ムサシアブミータブ群集
v V イロハモミジーケヤキ群集
v v イスノキーウラジロガシ群集
v v モミーシキミ群集
v v シラキーブナ群集
v v ベニドウダンーシキミ群落
v v オニヤブソテツーハマビワ群集
V v ウバメガシートベラ群集
v v マサキートベラ群集
v v ソテツ群落
v v オオイワヒトデービロウ群落
v v ビロウースダジィ群落
v V ビロウ残存植分
v v ヘゴ群落
V V サタツツジークロマソ群落
v w 砂丘櫃生
v 理 ハマゴウーチガヤ群落
v w ハチジョウススキ群落
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v v コメツツジ群落
w v アラカシークスノキ群落

v V 塩沼地半生
v V 河辺植生
v V’ 湿生植物群落
v V ウキヤガラーマコモ群集
v V トキワススキ群落

w V 璽 スズタク群落
w w バクサンボクーマテバシイ群落
w w ナナメノキーアラカシ群落
w w コナラ群落
N w シデ類群落
蟹 w ケヤキ植林
璽 w アカマツ植林
璽 w クほマツ植林
v 璽 ダンチク群落

墾 w 公園植栽
墾 w 緑の多い住宅地

璽 璽 璽 落葉低木二次林
璽 欝 カシワ植林
墨 翼 クヌギ植林
璽 璽 ニセアカシヤ植林
蛋 璽 ヤマハンノキ植林
團 璽 モウソウチク・マダケ林
閣 蚕 メダケ群落
蟹 亘 リュウキュウチクーススキ群落
墨 霞 チガヤーススキ群落
H 璽 切り跡群落
嚢 翌 果樹園
璽 欝 ホウライチク・ホテイチク林

嚢 覆 蚕 つる植物群落
塁 護 シバ群落
璽 至

オオバコ群落
亘 籔 苗圃
耳 置 畑放棄雑草群落
亙 耳 畑地雑草群落
葺 1 一年生雑草群落
旦 嚢 茶畑
亙 獲 水田放棄雑草群落
H 亙 水田雑草群落
璽 1 緑の少ない佳宅地

玉 1 豆

工場
1 至

造成地

その他 自然裸地

開放水域
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